
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和町まちづくりNews 第 12号 

 
★１ 意見交換会を開催しました ・・・・・・・・・・ （表面） 

★２ アンケート調査結果をお知らせします ・・ （中面） 

★３ 提案書の取りまとめを進めています ・・・ （裏面） 

平成３１年 2月 ／ 発行：   中野区 北西部まちづくり分野 

★ １  意 見 交 換 会 を 開 催 し ま し た 

「意見交換会」概要 

●日時：平成 30年 11月 27 日（火） 

午後 7 時～８時 30 分 

●場所：大和区民活動センター 洋室２・３号室 

●参加人数：16名 

●主な内容：・「大和町まちづくりの会」の説明 

      ・提案書の検討内容の説明 

      ・提案書の完成に向けた今後の予定 

●主な意見： 

・電柱をなくすための取り組みも要望するべきだ。 

・防災性の向上のために道路の拡幅は必要だが、歩行者の安全面も十分考慮してほしい。 

・意見交換会だけではなく、より広く住民の意見を聞くべきではないか。 

意見交換会の様子 

大和町まちづくりの会における、これまでの活動内容と提案書の取りまとめ

に向けた検討内容を地域の皆さまにお知らせするとともに、ご意見をお伺いす

るため、大和町まちづくりの会が主催する意見交換会を開催しました。 

地域住民が「より良いまちづくり」のための意見交換を行い、まちづくりに

おける具体的な要望を行政に提出するものです。 

行政は、提案書の内容を精査した上で、「実現に向けた取り組み」を行います。 

町会・自治会、商店会及び公募から構成され、平成 25年８月に発足しま

した。「防災性の向上」が緊急を要する大和町地区について、区と協働して「災

害に強いまちづくりの実現を図ること」を目的に活動をしています。 

 ■提案書とは 

■大和町まちづくりの会とは 



 

 

 

 

 

 

１-1．お住まいの場所はどちらですか。 １-2．お住まいの状況をお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．皆さんが認識するまちの課題は何ですか。 

「狭い道路が多いので、救急車や消防車の通行が心配」「木造住宅などが密集していて、火

災に際して燃え広がる危険を感じる」という結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．皆さんが望むまちの将来像は何ですか。 

「災害に強いまち」を望んでいる方が最も多く、「安心して快適に過ごせるまち」をあげる

方も多い結果となりました。 

 

 

 

 

  

内 容：まちづくりのルールに関するアンケート調査  

期 間：平成 30 年 11 月 13 日～11月 30 日 

回答数：580 名       【参考：大和町地区内の建物棟数 約３，９００棟】 

 

大和町 
一丁目 
22.3％ 

大和町 
四丁目 
28.5％ 

大和町 
三丁目 
23.3％ 

大和町 
二丁目 
22.3％ 

無回答 
3.6％ 

477

396

307

316

84

48

15

0 100 200 300 400 500 600

災害に強いまち

安心して快適に過ごせるまち

良好な住環境を守り続けるまち

みどり豊かで潤いのあるまち

魅力あるまち

その他

無回答

（件）

461

181

132

383

89

145

123

101

65

3

0 100 200 300 400 500 600

狭い道路が多い

歩道が少ない

高い塀がある

火災で燃え広がる危険がある

核となる施設がない

広場や公園が少ない

建物が密集している

住宅地の緑が減っている

その他

無回答

（件）

土地のみ所有 
0.4％ 

無回答 
1.2％ 

土地と建物 
を所有 
69.9％ 

建物のみ所有 
5.3％ 

借家 
23.2％ 



４．まちづくりのルールを定めることをどう思いますか。 

「積極的に推進すべきだ」「ルールはやむを得ない」など、まちづくりのルールが必要だと

回答された方が全体の約 88％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．避難道路（整備路線）を建て替えの際に６ｍ以上の道路に整備していくことをどう思いますか。 

全体の約 62％の方が道路として整備していくべきと回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．避難道路（整備路線）の整備における建て替えしやすくするルールはどう思いますか。 

「ルールは必要だが沿道権利者の意見を考慮すべき」「建て替えしやすくするルールが必要」

「物を置かないルールも必要」と、ルールは必要との回答が多くを占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．ブロック塀などを制限するためのルールは必要だと思いますか。 

回答者の約 93％の方が「ブロック塀などの制限が必要」としており、「透過性のフェンス」

や「緑化・生垣」を選択した方もいました。 

 

 

 

 

  

213

246

134

17

18

27

0 50 100 150 200 250 300

ルールは必要

沿道権利者の意見を考慮すべき

物を置かないルールも必要

ルールは必要ない

その他

無回答

（件）

32.3 55.6 

0 20 40 60 80 100 

回答 
積極的に推進すべき 

ルールはやむを得ない 

今のままで良い 

その他 

無回答 

32.4 55.5  5.3 

（％） 

51.9 

0 20 40 60 80 100 

回答 
道路として整備すべき 

後退部分は自己使用とすべき 

壁面後退すべきではない 

その他 

無回答 

62.4 7.8 15.7 

（％） 

0 20 40 60 80 100 

回答 
ア．規制すべき 

イ．ア＋透過性を推奨 

ウ．ア・イ＋フェンス緑化推奨 

エ．その他 

無回答 

39.7 27.4 26.2 

（％） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★３  提案書の取 りまとめを進 めています 

第 29 回まちづくりの会の開催について 

提案書（案）に関する意見募集の結果を踏まえ、「大和町地区防災まちづくり提

案書」として決定します。傍聴も可能です。 

開催日時については、区の HPを参照ください。 

第 28 回「大和町まちづくりの会」概要 

●日時：平成 30年 12月 20 日（木） 

午後 7 時～８時 30 分 

●場所：大和区民活動センター 洋室２・３号室 

●議題：意見交換会でのご意見等の報告 

    提案書（案）の取りまとめ 

●主な意見： 

・文章に難しい専門用語は使わずに、誰が読んでも 

わかりやすい言葉にするなど工夫したほうがよい。  

・意見交換会の意見でもあったように、もっと広く 

地域住民からの意見募集をするべきではないか。 

第 28 回の様子 

現在、「提案書（案）の意見募集」で寄せられたご意見を集計しております。

頂いたご意見を「大和町まちづくりの会」で議論し、提案書を決定します。 

提案書は３月末、中野区長に提出予定です。 

問い合わせ先 

中野区 地域まちづくり推進部 北西部まちづくり分野 北西部防災まちづくり担当 

電  話：０３－３２２８－８７２７（直通）／ＦＡＸ：０３－３２２８－８９４３ 

大和町まちづくりの会 

 

ま ち づ く り の 会  活 動 実 績 と 予 定 

「意見交換会の開催」 

提案書の検討内容の説明

地域の皆さまと意見交換 

【昨年１１月】 

「提案書（案）の意見募集」  

回覧板、区民活動センター

等で閲覧及び意見募集 

【今年１月】 

「提案書（案）の 

取りまとめ」  

意見交換会での 

ご意見を議論 

【昨年１２月】 

提案書を中野区長に

提出予定 

【３月末】 

「提案書の取りまとめ」  

意見募集でのご意見を 

議論し、最終案を決定 

【２月】 


